
調査研究主題：オンラインによる研修を効果的に活用した，中堅教員資質向上研修モデルの開発に関する調査研究

オンラインによる研修を効果的に活用した中堅教員資質向上 研修モデルの開発に関する調査研究

調査の概要

◆九州各県教育委員会等への成果の普及，支援の充実
・報告書，WEB上での成果の公表及び九州教員支援ネットワークと連携した成果活用の促進

◆研修評価の検討と研修動画コンテンツの開発
・育成指標と関連させた研修評価，教育現場のニーズに即した実践的コンテンツの開発・整備

本調査研究事業は，教員研修における喫緊の課題である「中堅教員の資質向上」を課題意識として，研修内容
の重点化及び研修方法の効率化の観点から，オンラインによる研修を効果的に活用した中堅教員資質向上研修
モデルを開発することを目的として展開するものである。
本調査研究に係る課題意識，教育委員会サイドのニーズと本調査研究の概要は，以下のとおりである。

課題認識１
チーム学校を強力に推進できる中堅教員の資質向上に
関する研修内容の充実

課題認識２
学校における働き方改革を視野に入れた学校内外の
研修方法の抜本的改革

研修開発のニーズ１
中堅教員に求められる資質能力の形成を目指した，効
果的な（学校での業務に即活用できる）中堅教員研修内
容の開発

研修開発のニーズ２
業務の多忙化に対応したOJT研修及びOFF-JT研修の
ベストミックスによる効率的な研修プログラムの開発

研究の方向性１
指標に基づく，中堅教員研修内容の再構築

研究の方向性２
オンライン研修を活用した効果的研修と研修の効率化

調査研究 ポイント 成果等

Ⅰ 九州地区教
員養成・研修研
究協議会を開催
し，教員研修の
在り方について
協議

九州各県の
育成指標に基づ
いた今後の効果
的・効率的な教
員研修の在り方
についての協議・
情報共有

・協議会では，九州各県・政令指定都市教育委員会，教育セ
ンター及び大学の立場から教員の育成指標に基づいた教員
研修の在り方について各県等の取組が報告され，成果や課
題が明らかになった。
・教員研修の質保証と評価，研修の効率化に向けたオンライ
ンを活用した研修モデルについて協議がなされ，活発に情報
交換・情報共有がなされた。

Ⅱ 中核教員資
質向上研修にお
けるコンテンツ
開発検討

福岡県教育セ
ンターと本学教
職大学院との連
携講座にてオン
ラインを活用した
研修コンテンツモ
デルを開発

連携協力

大学からの動画配信
・講義について
・事前課題の提示

6月28日から配信

・中堅教員の資質・能力を育
成する研修モデル（動画コン
テンツの活用）を開発した。
・動画コンテンツを活用した
研修を通常の研修と組合せ
研修を行うことは有用であった。
・オンラインを活用した研修は
研修の効率化につながった。

今後の課題

国立大学法人福岡教育大学 テーマ２

研究のポイント・成果


